

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































業 がそれに従うべき」 とした。 これにつ いて は，
経済性だけでなく水の 匚安全」 についての視点が
この生徒の中で生じたと考え ることができる。
また，生徒 Ｂ は責任 の所在と理 由について，
匚国民 の生活をよりよくするのが国の仕事だと思
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